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・ 不審者
ふしんしゃ

等
とう

に対
たい

する登下校
とう げこう

時
じ

の安全
あんぜん

確保
かく ほ

として、現在
げんざい

も「 子
こ

ども安全
あんぜん

ボランティア」 による

見守
みまも

り活動
かつどう

や、子
こ

どもが身
み

の危険
き けん

を感
かん

じた時
とき

に駆
か

け込
こ

める「 子
こ

ども110番
ばん

の家
いえ

」 などがありま

す。こうした取
と

り組
く

みを踏
ふ

まえながら、学校
がっこう

・ 家庭
かてい

（ 保護者
ほご し ゃ

）・ 地域
ちいき

の皆
みな

さまとともに検討
けんとう

し

ていきたいと 考
かんが

えています。 

・ 通学
つうがく

については、なごや小
しょう

のアンケートでも、当初
とうしょ

、学校
がっこう

が遠
とお

く なることを心配
しんぱい

していた子
こ

どもはいましたが、統合
とうごう

し、新校舎
しんこうしゃ

に変
か

わった後
あと

は、多
おお

く の子
こ

どもは「 心配
しんぱい

がなく なった」

と回答
かいとう

しています。回答
かいとう

の中
なか

には「 学校
がっこう

まで遠
とお

く なったけど、遠
とお

く なった分
ぶん

だけ友達
ともだち

と話
はな

せ

るから楽
たの

しいです」 という子
こ

どもの声
こえ

や、「 学校
がっこう

が遠
とお

く なって友達
ともだち

とおしゃべりして、とて

も楽
たの

しそうに家
いえ

に帰
かえ

ってく るようになった」 という保護者
ほご し ゃ

の声
こえ

もありました。なごや小
しょう

の

事例
じ れい

も参考
さんこう

にしながらこの地域
ちいき

の道路
どう ろ

状 況
じょうきょう

等
とう

を踏
ふ

まえ、子
こ

どもたちが安全
あんぜん

に、また安心
あんしん

し

て通学
つうがく

できるよう検討
けんとう

していきたいと 考
かんが

えています。 

（ ３） 小 中
しょうちゅう

併設
へいせつ

の学校
がっこう

運営
うんえい

・ 小 中
しょうちゅう

併設
へいせつ

ではどのような学校
がっこう

生活
せいかつ

になるのか。 小 中
しょうちゅう

併設
へいせつ

ありきで進
すす

めていくのか。 

・ 場所
ばし ょ

だけ一緒
いっしょ

になるのか、カリキュラム等
とう

も変
か

わるのか。 

・ 小
しょう

と 中
ちゅう

が一緒
いっしょ

になった場合
ばあい

、入学
にゅうがく

式
しき

や卒業式
そつぎょうしき

、部活動
ぶかつどう

、トワイライトなどはどうなるのか。 

・ 転
てん

出 入
しゅつにゅう

児童
じ どう

生徒
せいと

への配慮
はいりょ

はどうするのか。 

・ 小 中
しょうちゅう

併設
へいせつ

の不安
ふあん

として、いじめ等
とう

が進
すす

むのではないか。長
なが

い期間
き かん

、我慢
がまん

する子
こ

どもが出
で

てく る

のではないか。 

・ 今後
こ んご

、 小 中
しょうちゅう

一貫
いっかん

教育
きょういく

を名古屋市
な ご や し

として推奨
すいしょう

していく のか。今回
こんかい

はモデルケースとして行
おこな

っ

ているのか。 

・ 人間関係
にんげんかんけい

（ いじめ等
とう

） も含
ふく

め、多様
たよう

なことが低年齢化
ていねんれいか

されてきている時代
じ だい

にあって、上
うえ

の学年
がく ねん

と

どのように関
かか

わっていく のか。 

教育
きょういく

委員会
いいんかい

の考
かんが

え方
かた

・ 統合
とうごう

（ 案
あん

）では、小学校
しょうがっこう

と中学校
ちゅうがっこう

の併設
へいせつ

という 形
かたち

でお示
しめ

ししましたが、 小 中
しょうちゅう

併設
へいせつ

の場合
ばあい

には、同
おな

じ教育
きょういく

目標
もく ひょう

のもとに小学校
しょうがっこう

・ 中学校
ちゅうがっこう

それぞれの教職員
きょうしょく いん

が9年間
ねんかん

を見通
みと お

し、連携
れんけい

しながら教育
きょういく

活動
かつどう

を 行
おこな

う学校
がっこう

としていく ことを想定
そうてい

しています。 名古屋市
な ご や し

では、 笹島
ささしま

小学校
しょうがっこう

・ 笹島
ささしま

中学校
ちゅうがっこう

（ 以下
い か

あわせて「 笹島
ささしま

小
しょう

中学校
ちゅうがっこう

」 といいます。） がこのような形
かたち

で

運営
うんえい

されており、「 小 中
しょうちゅう

一貫
いっかん

教育校
きょういく こう

」 と呼
よ

んでいます。 

・ 笹島
ささしま

小
しょう

中学校
ちゅうがっこう

では、校長
こうちょう

は小学
しょうがっ

校長
こうちょう

・ 中学校
ちゅうがっこう

長
ちょう

を兼務
けんむ

していますが、それぞれの学校
がっこう

に教職員
きょうしょく いん

組織
そし き

があり、連携
れんけい

しながら学校運営
がっこううんえい

が行
おこな

われています。 小学校
しょうがっこう

・ 中学校
ちゅうがっこう

それ

ぞれの教育
きょういく

課程
かてい

があり、 小学校
しょうがっこう

の卒業式
そつぎょうしき

、 中学校
ちゅうがっこう

の入学
にゅうがく

式
しき

もあります。（ この他
ほか

に、

修 業
しゅうぎょう

年限
ねんげん

を 9年
ねん

とする「 義務教育学校
ぎむきょういく がっこう

」 という校
こう

種
しゅ

の学校
がっこう

もありますが、現在
げんざい

名古屋市
な ご や し

立
りつ
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学校
がっこう

にはありません。9年間
ねんかん

子
こ

どもたちが学校
がっこう

生活
せいかつ

を送
おく

るという点
てん

では小 中
しょうちゅう

一貫
いっかん

教育校
きょういく こう

と

似
に

ていますが、1つの学校
がっこう

であるため、途中
とちゅう

で卒業式
そつぎょうしき

や入学
にゅうがく

式
しき

は想定
そうてい

されていません。）。 

・ 笹島
ささしま

小
しょう

中学校
ちゅうがっこう

では、小学校
しょうがっこう

・ 中学校
ちゅうがっこう

は同一
どういつ

校舎
こうしゃ

です。普通
ふつう

教室
きょうしつ

は小学校
しょうがっこう

低
てい

学年
がく ねん

・ 高
こう

学年
がく ねん

・ 中学校
ちゅうがっこう

とフロアを分
わ

けて利用
り よう

しています。 職員
しょく いん

室
しつ

は一
ひと

つとなっており、 小学校
しょうがっこう

・

中学校
ちゅうがっこう

それぞれの教職員
きょうしょく いん

が情報
じょうほう

共有
きょうゆう

を図
はか

りながら連携
れんけい

し、指導
し どう

を行
おこな

っています。同校
どうこう

�では、 小学生
しょうがく せい

、中学生
ちゅうがく せい

の時間
じ かん

割
わり

が違
ちが

うため、小学生
しょうがく せい

はチャイムで行動
こうどう

し、中学生
ちゅうがく せい

は時計
と けい

を見
み

ながら行動
こうどう

する（ 学校
がっこう

によっては、チャイムを鳴
な

らし分
わ

けているところもあると聞
き

いてい

�ます。）、 小学生
しょうがく せい

と中学生
ちゅうがく せい

が一緒
いっしょ

に学校
がっこう

生活
せいかつ

をする上
うえ

で、時間
じ かん

割
わり

の違
ちが

いなどもあるが、

中学生
ちゅうがく せい

は小学生
しょうがく せい

がいることを前提
ぜんてい

としながら 考
かんが

え、行動
こうどう

�できている、 運動会
うんどうかい

は小 中
しょうちゅう

合同
ごうどう

で実施
じ っ し

しているが、生徒
せいと

会
かい

や集会
しゅうかい

などは小 中
しょうちゅう

で分
わ

けるなど、子
こ

どもの発達
はったつ

段階
だんかい

や

教育上
きょういく じょう

の効果
こ う か

を考慮
こうりょ

しながら教育
きょういく

活動
かつどう

を行
おこな

�っている、 ＰＴＡは小 中
しょうちゅう

で一
ひと

つの組織
そし き

と

なっている、という 形
かたち

で学校運営
がっこううんえい

が行
おこな

われています。 

・ 併設
へいせつ

では、小学校
しょうがっこう

・ 中学校
ちゅうがっこう

がそれぞれ設置
せっ ち

される形
かたち

ですので、部活動
ぶかつどう

やトワイライト、児童
じ どう

生徒
せいと

の転
てん

出 入
しゅつにゅう

については、基本
き ほん

的
てき

には他
ほか

の学校
がっこう

と同
おな

じ 考
かんが

え方
かた

で行
おこな

われています。 

・ 小学校
しょうがっこう

の統合
とうごう

を契機
けいき

に9年間
ねんかん

の子
こ

どもたちが通
かよ

う学校
がっこう

として、今
こん

年度
ねんど

開校
かいこう

した他
た

都市
と し

の義務
ぎ む

教育
きょういく

学校
がっこう

に聞
き

いたところ、学校
がっこう

生活
せいかつ

の中
なか

で小学生
しょうがく せい

に当
あ

たる学年
がく ねん

の子
こ

どもが中学生
ちゅうがく せい

に当
あ

た

る学年
がく ねん

の子
こ

どもから良
よ

く ない影響
えいきょう

を受
う

けるようなことはなく 、むしろ上
うえ

の学年
がく ねん

の子
こ

どもが小
ちい

さい子
こ

の面倒
めんどう

をよく 見
み

てく れているとのことでした。また、仮
かり

に指導
し どう

上
じょう

の必要
ひつよう

が生
しょう

じた場合
ばあい

にも、指導
し どう

に当
あ

たりやすい体制
たいせい

であるとのお話
はなし

でした。 

・ 3 つの小学校
しょうがっこう

と森孝
もりたか

中
ちゅう

の併設
へいせつ

による小
しょう

・ 中学校
ちゅうがっこう

において、どのような学校運営
がっこううんえい

を行
おこな

っ

ていく のかについては、3つの小学校
しょうがっこう

・ 森孝
もりたか

中
ちゅう

の教職員
きょうしょく いん

や保護者
ほご し ゃ

の皆
みな

さま等とともにステ

ップ5において具体的
ぐたいてき

に検討
けんとう

していきますが、小 中
しょうちゅう

併設
へいせつ

のよさが発揮
はっ き

されるような学校
がっこう

づく

りをしていきたいと 考
かんが

えています。 

・ 教育委員会
きょういく いいんかい

では、通学距離
つうがく きょり

等
とう

で特
とく

に有効
ゆうこう

と 考
かんが

えられる場合
ばあい

は、 小学校
しょうがっこう

と 中
ちゅう

学校
がっこう

を併設
へいせつ

し

た形
かたち

での統合
とうごう

を検討
けんとう

することとしています。併設
へいせつ

による統合
とうごう

の場合
ばあい

には、そのメリットを活
い

かした教育
きょういく

の充実
じゅうじつ

に取り組み
と  く  

ます。 

・ 笹島
ささしま

小
しょう

中学校
ちゅうがっこう

を始
はじ

め小 中
しょうちゅう

併設
へいせつ

における学校運営
がっこううんえい

についてさらに詳
く わ

しく 知
し

っていただけ

るような情報
じょうほう

提供
ていきょう

のあり方
かた

は、今後
こ んご

検討
けんとう

したいと 考
かんが

えています。 

３ 取
と

り組
く

みの進
すす

め方
かた

・ スケジュールに関
かん

すること

・ 今後
こ んご

のスケジュールについて知
し

りたい。過去
か こ

の事例
じ れい

ではどれく らいかかったのか。 

・ もっと意見
いけん

交換
こうかん

する場
ば

があったらいいと思
おも

う。 

・ 今日
き ょ う

のような会
かい

は、次
つぎ

もあるのか。 
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・ 統合
とうごう

ありきに少 々
しょうしょう

疑問
ぎも ん

を感
かん

じた。「 説明会
せつめいかい

を持
も

ちました」 と逃
に

げないでほしい。 

・ まちづく りの部署
ぶし ょ

と連携
れんけい

して子
こ

どもを増
ふ

やす方向性
ほうこうせい

を考
かんが

えることはできないのか。 

教育
きょういく

委員会
いいんかい

の考
かんが

え方
かた

・ スケジュールは、 小 中
しょうちゅう

併設
へいせつ

の整備
せいび

手法
しゅほう

等
とう

の内容
ないよう

が決
き

まった段階
だんかい

（ ステップ3）でお示
しめ

しした

いと 考
かんが

えていますが、小学校
しょうがっこう

3校
こう

を統合
とうごう

したなごや小
しょう

では、検討
けんとう

開始
かいし

から 新
あたら

しい校舎
こうしゃ

で子
こ

どもたちが一緒
いっしょ

に生活
せいかつ

を始
はじ

めるまでに6年
ねん

ほどかかりました。笹島
ささしま

小
しょう

中学校
ちゅうがっこう

は、中学校
ちゅうがっこう

の

場所
ばし ょ

で、小学校
しょうがっこう

2校
こう

の統合
とうごう

校
こう

と中学校
ちゅうがっこう

を併設
へいせつ

整備
せいび

していますが、開校
かいこう

までに6年
ねん

ほどかかっ

ています。 

・ 今回
こんかい

の説明・ 意見交換会
せつめい いけんこう かんかい

はステップ1で実施
じ っ し

したものですが、ステップ2において学識
がく しき

経験者
けいけんしゃ

等
とう

の意見
いけん

を聞
き

く プロセスを経
へ

た後
あと

、ステップ3（ 校舎
こうしゃ

等
とう

の整備
せいび

計画
けいかく

やスケジュールを含
ふく

む個別
こ べつ

プランを保護者
ほご し ゃ

・地域
ちいき

の皆
みな

さまへ説明
せつめい

・ 協議
きょうぎ

する段階
だんかい

）を、令和
れいわ

2～3年度
ねんど

に実施
じ っ し

できるよう検討
けんとう

していきたいと 考
かんが

えています。 

・説明・ 意見交換会
せつめい いけんこうかんかい

では時間
じ かん

が限
かぎ

られていたこと、またご参加
さ んか

いただく ことができなかった方
かた

に向
む

けまして、「 たより」 を作成
さく せい

しました。保護者
ほご し ゃ

の方
かた

へは学校
がっこう

を通
つう

じての配付
はいふ

、地域
ちいき

の皆
みな

さまへ

は地域
ちいき

回覧
かいらん

をさせていただくとともに、市公式
しこう しき

ウェブサイトでも情報
じょうほう

提供
ていきょう

いたします。なお、

市公式
しこう しき

ウェブサイトでは、今後
こ んご

とも随時
ずいじ

、 情報
じょうほう

更新
こうしん

を行
おこな

っていきます。 

・ これからさらに検討
けんとう

を進
すす

め、統合
とうごう

に向
む

けた具体的
ぐたいてき

なプランをお示
しめ

ししたいと 考
かんが

えています（ ス

テップ3）。その際
さい

には、今回
こんかい

と同様
どうよう

に説明会
せつめいかい

を開催
かいさい

し、ご意見
いけん

、ご要望
ようぼう

をお伺
うかが

いしながら進
すす

めたいと 考
かんが

えています。 

・ 小規模校
しょうきぼこう

では、新
しん

1年生
ねんせい

の人数
にんずう

が、前
ぜん

年度
ねんど

5歳児
さ いじ

であった子
こ

どもの人数
にんずう

を下回
したまわ

ることが多
おお

く 、

結果的
けっかてき

に児童数
じどう すう

が増
ふ

えていかないという傾向
けいこう

があります。教育委員会
きょういく いいんかい

では、小規模校
しょうきぼこう

を解消
かいしょう

し、子
こ

どものよりよい教育環境
きょういく かんきょう

を整備
せいび

することにより、児童数
じどう すう

の確保
かく ほ

に向
む

けて取
と

り組
く

みを進
すす

めていきたいと 考
かんが

えています。 

４ 跡地
あと ち

に関
かん

すること

・ 跡地
あと ち

の活用
かつよう

についてはどう 考
かんが

えているのか。 

・ 本地丘小
ほんじがおかしょう

の自然林
しぜんり ん

はすばらしいので、それも踏
ふ

まえて跡地
あと ち

活用
かつよう

を考
かんが

えてほしい。 

・ グラウンド等
とう

は防災
ぼうさい

の避難
ひなん

場所
ばし ょ

として残
のこ

してほしい。 

・ 防災
ぼうさい

訓練
く んれん

などで引
ひ

き続
つづ

き使
つか

えるのか知
し

りたい。 

・ 廃校後
はいこう ご

の跡地
あと ち

利用
り よう

について住民
じゅうみん

の施設
し せつ

として残
のこ

してほしい。 

・ 建物
たてもの

の保管
ほかん

・ 管理
かんり

について、使用
し よう

しないことにより不具合
ふぐ あ い

の発見
はっけん

が遅
おく

れる可能性
かのう せい

がある。非常時
ひじょ う じ

の

際
さい

にトラブルが発生
はっせい

しないように対応
たいおう

してほしい。 
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教育
きょういく

委員会
いいんかい

の考
かんが

え方
かた

・ 統合
とうごう

により使用
し よう

しなく なる校地
こ う ち

や校舎
こうしゃ

は、防災
ぼうさい

拠点
きょてん

等
とう

、地域
ちいき

の防災
ぼうさい

機能
き のう

に配慮
はいりょ

しながら、余剰
よじょう

となる資産
し さ ん

の有効
ゆうこう

活用
かつよう

を全市的
ぜんしてき

な視点
し てん

で検討
けんとう

します。跡地
あと ち

となった旧
きゅう

施設
し せつ

の管理
かんり

を含
ふく

め、地域
ちいき

の皆
みな

さまのお声
こえ

も 伺
うかが

いながら、検討
けんとう

したいと 考
かんが

えています。 

・ これまでの学校
がっこう

跡地
あと ち

は、インターナショナルスクール（ 西区
にし く

の旧江西小
きゅうえにししょう

）、会議室
かいぎしつ

、シェアオ

フィ ス、イベント スペース等
とう

（ 旧那古野小
きゅうなごのしょう

）、コミュニティセンター等
とう

（ 中村区
なかむらく

の旧
きゅう

新明
しんめい

小学校
しょうがっこう

）、 私立
し り つ

中学校
ちゅうがっこう

（ 旧六
きゅうろく

反
たん

小学校
しょうがっこう

）、 中村区
なかむらく

役所
やく しょ

等
とう

複合
ふく ごう

庁舎
ちょうしゃ

（ 予定
よてい

）（ 旧本陣
きゅうほんじん

小学校
しょうがっこう

）、民
みん

間
かん

保育園
ほいく えん

及
およ

び公園
こうえん

、地域住民
ちいきじゅうみん

利用
り よう

施設
し せつ

（ 予定
よてい

）、サービス付
つ

き高齢者
こうれいしゃ

向
む

け住宅
じゅうたく

（ 予定
よてい

） 等
とう

（ 旧亀島
きゅうかめじま

小学校
しょうがっこう

） となっています。 

・これまで統合
とうごう

により使用
し よう

しなく なった校地
こ う ち

や校舎
こうしゃ

は、いずれも指定
し てい

避難
ひなん

所
じょ

等
とう

となっており、地域
ちいき

の防災
ぼうさい

機能
き のう

も確保
かく ほ

されています。

５ その他
た

（ １） トワイライト・ 学童
がく どう

保育
ほいく

・ トワイライトや学童保育
がく どうほいく

はどうなるか。 

・ トワイライトスクールからトワイライトムールへの移行
いこ う

を強
つよ

く 希望
き ぼう

する。 

教育
きょういく

委員会
いいんかい

の考
かんが

え方
かた

・ トワイライトは小学校
しょうがっこう

内
ない

を実施
じ っ し

場所
ばし ょ

としていますので、現在
げんざい

3つの小学校
しょうがっこう

それぞれで実施
じ っ し

さ

れているトワイライトは、統合
とうごう

校
こう

で実施
じ っ し

されることになります。 

・ 学童保育
がく どうほいく

については、学校
がっこう

統合
とうごう

後
ご

も現在
げんざい

と同
おな

じ単位
たんい

での活動
かつどう

が可能
かのう

であることを関係
かんけい

部署
ぶし ょ

に

確認
かく にん

しています。 

・ 統合
とうごう

を進
すす

めるにあたっては、皆
みな

さまからのご要望
ようぼう

を含
ふく

め子
こ

ども青少年局
せいしょうねんきょく

や区
く

役所
やく しょ

に情報
じょうほう

提供
ていきょう

を行
おこな

いながら、連携
れんけい

していきたいと 考
かんが

えています。 

（ ２） その他
た

・ 名古屋市
な ご や し

の小学校
しょうがっこう

給 食
きゅうしょく

がひどいとネット 上
じょう

で言
い

われている。子
こ

どもも全然
ぜんぜん

足
た

りないと不満
ふまん

を

感
かん

じている。 給
きゅう

食費
しょく ひ

を上
あ

げても改善
かいぜん

してほしい。 

教育
きょういく

委員会
いいんかい

の考
かんが

え方
かた

・ 本市
ほんし

の学校
がっこう

給食費
きゅうしょく ひ

は、平成
へいせい

21年度
ねんど

に改定
かいてい

して以来
いら い

、11年間
ねんかん

維持
い じ

してきました。しかし、この

間
かん

の食材
しょく ざい

価格
かかく

の高騰
こうとう

により、これまでは、高
たか

い食材
しょく ざい

の使用
し よう

を控
ひか

えたり、安
やす

い食材
しょく ざい

に切
き

り替
か

えたりするなど、献立
こんだて

の対応
たいおう

により給食費
きゅうしょく ひ

を維持
い じ

してきましたが、献立
こんだて

の工夫
く ふう

により 給 食
きゅうしょく

内容
ないよう

を維持
い じ

することが難
むずか

しい状 況
じょうきょう

となってきました。子
こ

どもたちにとって給 食
きゅうしょく

をより楽
たの
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しく 魅力
みりょく

あるものとするために、多種多様
たし ゅ たよう

な献立
こんだて

を提供
ていきょう

するなど、 給 食
きゅうしょく

内容
ないよう

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ることが必要
ひつよう

と 考
かんが

え、令和
れいわ

2年
ねん

4月
がつ

から給食費
きゅうしょく ひ

を改定
かいてい

します。今後
こ んご

も安全
あんぜん

・ 安心
あんしん

でおいしく 、

魅力的
みりょく てき

で、子
こ

どもたちにとって楽
たの

しい学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

を継続
けいぞく

して提供
ていきょう

していきます。 
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１ 開催結果

令和2年1月29日（ 水） に森孝西小学校体育館で森孝中学校ブロックの保護者

及び地域の方を対象とした「 森孝西小学校の統合に関する説明・ 意見交換会」 を行

い、40人（ 保護者22人、地域住民18人） の方にご参加をいただきました。 

市公式ウェブサイトでは、説明・ 意見交換会で配布した資料と開

催結果のより詳細な内容をご覧いただく ことができます。 

http: //www. ci ty. nagoya. j p/kurashi /category/11-10-5-5-4-5-

0-0-0-0. html  

�市公式ウェブサイトでは、他の会場の実施結果についてもご覧いただけます。 

２ 会場での主な意見・ 質問

・ 少人数の方がきめ細やかな指導ができ、子どものためになるのではないか。 

・ 統合の具体的なスケジュール感を知りたい。何年ぐらいで統合するのか。工事期間

中、中学生はどのように過ごすのかも併せて知りたい。 

・ 森孝中学校で小と中が一緒になると運動場が狭く なるのではないか。校舎は建て替

えるのか、改修するのか。 

・ 小と中が一緒になった場合、どのような影響が考えられるか。 

・ 森孝西小では体育館や運動場を地域が利用しているが、統合後も引き続き利用でき

るか。跡地の利用計画について知りたい。 

・ トワイライトも中学校で行われるのか。 

３ 教育委員会の考え方

・小学校では、子どもたちが集団の中で多様な考え方に触れ、認め合い、協力し合い、

切磋琢磨することが大切であると考えており、その教育効果を上げるためには、一

定の学校規模が必要と考えています。 

・ スケジュールは、小中併設の整備手法等の内容が決まった段階（ ステップ 3） でお

示ししたいと考えていますが、小学校3校を統合したなごや小では、検討開始から

新しい校舎で子どもたちが一緒に生活を始めるまでに 6 年ほど、笹島小中学校は、

中学校の場所で小学校2校の統合校と中学校を併設整備していますが、開校までに

6 年ほどかかっています。整備工事については、子どもたちの安全確保を第一に考

えるとともに、中学生の学校生活への負担ができる限り小さく なるよう配慮しなが

ら検討したいと考えています。 

「森孝西小学校の統合に関する説明 

・意見交換会」の開催結果だより 

発行： 令和2年6月 

日時： 令和2年1月29日（ 水） 午後7時～ 

会場： 森孝西小学校体育館 
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・ 統合（ 案） では、現在の森孝中の敷地を最大限活用し、効果的な空間利用を含めた

整備手法を検討したいと考えています。このため、現在の校舎、体育館、格技場を

含めた大きな整備工事が必要だと考えています。 

・ 3 つの小学校と森孝中の併設による小・ 中学校において、どのような学校運営を行

っていく のかについては、3 つの小学校・ 森孝中の教職員や保護者の皆さまととも

にステップ5において具体的に検討していきますが、小中併設のよさが発揮される

ような学校づくりをしていきたいと考えています。 

・ 統合により使用しなく なる校地や校舎は、防災拠点等、地域の防災機能に配慮しな

がら、余剰となる資産の有効活用を全市的な視点で検討します。跡地となった旧施

設の管理を含め、地域の皆さまのお声も伺いながら、検討したいと考えています。 

・ トワイライトは小学校内を実施場所としていますので、現在3つの小学校それぞれ

で実施されているトワイライトは、統合校で実施されることになります。 

４ アンケートの主な意見・ 質問

・ 教育環境が良くなるのであればよいと思う。新しい建物や教材により学習できるよ

うになるのであれば、勉強への意欲も向上する。学習環境がよければ、人も集まる。 

・ 少子化が進んでいる以上、老朽化問題も含め統合することには賛成だが、新築する

のであれば、魅力ある学校づく りをしてほしい。 

・ 小学校の児童と中学校の生徒が一緒に過ごすことになるので心配（ いじめ等）。 

・ ＰＴＡ活動は、統合したことによりどのような変化があったのか知りたい。 

・ 子どもが増える町づく りはしないのか。マンションをたてるなど、家族が住める場

所を作るなど。 

・ 校舎の設計は誰が中心になるのか。せっかく 3校が一緒になるので、各小学校の代

表者（ 児童３名から５名） が集まって、ほしいもの、こうやりたいなどのアイデア

を形にしてはどうか。 

・ 特別支援学級の設置は引き続きあるのか。 

�アンケートの意見・ 質問に対する教育委員会の考え方は、市公式ウェブサイトから

ご覧いただけます。 

� お問い合わせ先（ 事務局）
皆さまからのご意見やご質問を受け付けています。いただいたご意見・ ご質問と

教育委員会の考え方は、市公式ウェブサイトでも皆さまにお知らせしていきます。
名古屋市教育委員会事務局総務部教育環境計画室 
Eメール： a3282@kyoi ku. ci ty. nagoya. l g. j p    
FAX： 052-972-4176   TEL： 052-972-4092 
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令和2年6月  

「森孝西小学校の統合に関する説明・意見交換会」の開催結果 

令和2年1月29日（ 水） に森孝西小学校体育館で森孝中学校ブロックの保護者及び地域の方を対

象とした「 森孝西小学校の統合に関する説明・ 意見交換会」 を開催しました。 

当日、会場で発言していただいたご意見、アンケートに記載していただいたご意見とそれに対する

名古屋市教育委員会の考え方をまとめました。 

なお、ご意見の内容について、趣旨の類似するものはまとめさせていただいたほか、原文を一部要

約し、また分割して掲載しておりますのでご了承く ださい。 

日時： 令和2年1月29日（ 水） 19： 00～20： 20 

場所： 森孝西小学校体育館 

参加人数： 40人（ 保護者22人、地域住民18人）（ 森孝西36人、本地丘0人、森孝東4人）  

� お問い合わせ先

皆さまからのご意見やご質問については、EメールまたはFAXで受け付けています。 

名古屋市教育委員会事務局総務部教育環境計画室 

Eメール： a3282@kyoi ku. ci ty. nagoya. l g. j p    

FAX： 052-972-4176   TEL： 052-972-4092

１ 統合の必要性・ 学校規模の考え方に関すること

・ 少子化が進んでいる以上、老朽化問題も含め統合することには賛成だが、新築するのであれば、魅

力ある学校づく りをしてほしい。他県では公立の小中一貫校で人気のある所は、わざわざ転居して

通学を希望する人もおり、転入が増えている。そんな地域になるように願う。 

・ 教育環境が良くなるのであればよいと思う。新しい建物や教材、Ｉ Ｔの活用など新しい環境で学習

できるようになるのであれば、勉強への意欲も向上すると思うのでできる限り早く 統合してほしい。

学習環境がよければ人も集まるのでは、と思った。 

・ 少子化で3 校の統合は残念だが、仕方ないと思う。親である私も森孝西小の卒業生なので淋しい。 

・ 今日の説明資料は、小規模校の良さが3つしか書かれておらず、3学区にとってとても失礼だと思

う。小規模校が悪く て大規模校がよいようである。 

区分 森孝西 本地丘 森孝東 合計 

保護者 21人 0人 1人 22人

地域住民 15人 0人 3人 18人

合計 36人 0人 4人 40人
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・ 少人数の方がきめ細やかな指導ができ、子どものためになるのではないか。 

・ 1クラスだからクラス替えができないというのではなく、例えば26人でも13人ずつのクラスで勉

強できるよう名古屋市は予算をつけ、クラス替えをすればよい。 

・ 小学校3校のみの統合は考慮しないのか。できたら統合には反対の意向。 

・ 統合校の教員はどう配置されるのか。 

教育委員会の考え方

・ 小学校では、子どもたちが集団の中で多様な考え方に触れ、認め合い、協力し合い、切磋琢磨す

ることが大切であると考えており、その教育効果を上げるためには、一定の学校規模が必要と考

えています。 

・ 森孝西小学校（ 以下「 森孝西小」 といいます。）、森孝東小学校（ 以下「 森孝東小」 といいま

す。）、本地丘小学校（ 以下「 本地丘小」 といいます。） の3つの小学校では、それぞれ小規模校

のよさを活かしながら保護者・ 地域の皆さまに支えられて学校運営が行われていると考えてお

り、統合に向けては、3校それぞれの良さを引き継ぎ、さらに発展する形で、また施設面での充

実等も図りながら新しい学校を創っていけるよう取り組んでいきます。 

・ 本市では、小学校1年生・ 2年生での30人学級、小学校3年生以上は40人学級を基準とした学

級編制を行っています。統合に向けては、この基準に基づき、全学年でクラス替えが可能とな

る12学級以上の学校規模にしていきたいと考えています。 

�・ 森孝中学校（ 以下「 森孝中」といいます。）の場所での統合を選定した理由は、 森孝中ブロック

の小学校が全て小規模校であり、森孝東小と本地丘小の統合では12 学級以上とならないこと、

� 3また森孝西小も今後、小規模校が解消される見込みがないこと。 つの小学校の統合を検討す

る上で、森孝中の場所が森孝中ブロックのほぼ中央に位置しており、徒歩を基本とする通学距離

が、教育委員会が目安とする概ね2㎞以内となることです。なお、森孝東小での統合を想定した

場合には、森孝西学区の最も遠い地点からの通学距離は2. 2kmとなります。 

・ 統合校への教員の配置に際しては、児童・ 生徒や保護者・ 地域等を理解した教育が継続できるよ

う、統合前の学校の教員をバランスよく 配置できるようにします。 

２ 統合（ 案） に関すること

（ １） 通学距離・ 安全対策

・ 通学路について、今でも歩道がなく 狭い道路があって危ない。統合した場合の通学路の安全対策に

ついて、スクールゾーンを設ける、時間帯規制するなど、どのようなことを考えているか。 

・ 1. 8㎞の通学距離を夏の暑い日に荷物を持って通学するのは、小学1年生にとっては相当な負担で

ある。本地丘学区は坂もあるが、実際に歩いて確かめたか。 

・ スクールバスは検討するのか。 

・ 学校が遠いことで不登校の子が増えそうに思う。 
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教育委員会の考え方

・ 統合により通学距離が長く なり、通学路もこれまでとは異なることになりますので、子どもた

ちへの負担に配慮することや、安全面での対策を講じることは大変重要であると考えていま

す。 

・ 通学における子どもへの負担という点では、現在も各学校で登下校時の荷物の問題や熱中症へ

の対策に取り組んでいますが、それぞれの取り組みを持ち寄りながら、新しい学校での対策に

ついて検討したいと考えています。 

・ 通学路上の交通安全の確保については、学校での安全指導はもとより、警察・ 土木事務所など

関係行政機関との連携や、家庭（ 保護者）・ 地域のご協力もいただきながら取り組みたいと考え

ています。 

・ なごや小学校（ 以下「 なごや小」 といいます。） の場合には、次のような安全対策の強化を図り

� � � �ました。 狭い歩道へのガードパイプの設置、 横断歩道の設置、 注意表示の設置、 歩行

� � �者先出信号の設置、 自転車専用レーンの設置、 青信号の時間延長、 道路へのカラー舗

�装、 通学練習会の実施 

・ 不審者等に対する登下校時の安全確保として、現在も「 子ども安全ボランティア」 による見守

り活動や、子どもが身の危険を感じた時に駆け込める「 子ども110番の家」 などがあります。

こうした取り組みを踏まえながら、学校・ 家庭（ 保護者）・ 地域の皆さまとともに検討していき

たいと考えています。 

・ 通学については、なごや小のアンケートでも、当初、学校が遠く なることを心配していた子ど

もはいましたが、統合し、新校舎に変わった後は、多く の子どもは「 心配がなく なった」 と回

答しています。回答の中には「 学校まで遠くなったけど、遠くなった分だけ友達と話せるから

楽しいです」 という子どもの声や、「 学校が遠くなって友達とおしゃべりして、とても楽しそ

うに家に帰ってく るようになった」 という保護者の声もありました。なごや小の事例も参考に

しながらこの地域の道路状況等を踏まえ、子どもたちが安全に、また安心して通学できるよう

検討していきたいと考えています。 

・ 本市では、小学校の通学は徒歩を基本とし、概ね2㎞を目安としています。市内には通学距離が

3kmを超える学校もありますが、スクールバスは運用していません。（ 特別支援学校でのみスクー

ルバスを運用しています。）。3つの学区からはいずれもこの目安の距離を超えないことから、ま

ずは子どもたちが徒歩で安全に、また安心して通学できる方策について検討したいと考えていま

す。 

（ ２） 小中併設の学校運営

・ 統合して義務教育学校になるのか。 

・ 9年間の義務教育学校にするわけでないなら、小中併設にしなく てもいいのではないか。 
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・ 小学校と中学校が一緒になった場合、どのような影響が考えられるか。例えば、中学生のテスト期

間中に小学生が遊んでいると騒がしいなど。 

・ 小学校と中学校が一緒になると同じ人間関係が9年間続くことになるので、かえってトラブルが増

えることにならないか。 

・ 小学校・ 中学校が統合された場合の部活動や行事は、小中合同なのか。 

・ 学校行事は同じになるのか。どこまでが同じなのか想像できないので不安。 

・ 小学校の児童と中学校の生徒が一緒に過ごすことになるので、そこが一番心配。いじめなど。 

・ 名古屋駅周辺の学校とは違うので、学校が荒れた場合、小学生は荒れた中学生の影響を受ける。 

・ 笹島小中の運営の状況を知りたい。チャイムなどはどうしているのか。 

・笹島小中学校を具体例に出しているが、生徒数が違いすぎて、比較しての検討は無理があると思う。 

・ ＰＴＡ活動は、統合したことによりどのような変化があったのか知りたい。小中併せてのＰＴＡ活

動なのか、小学校のみ・ 中学校のみでのＰＴＡ活動になるのか。 

教育委員会の考え方

・ 統合（ 案） では、小学校と中学校の併設という形でお示ししましたが、小中併設の場合には、同

じ教育目標のもとに小学校・ 中学校それぞれの教職員が9年間を見通し、連携しながら教育活動

を行う学校としていく ことを想定しています。名古屋市では、笹島小学校・ 笹島中学校（ 以下あ

わせて「 笹島小中学校」 といいます。） がこのような形で運営されており、「 小中一貫教育校」 と

呼んでいます。 

・ 義務教育学校とは、修業年限を9年とする小学校、中学校とは別の校種の学校ですが、現在名古

屋市立学校にはありません。9年間子どもたちが学校生活を送るという点が共通していますので、

今後、義務教育学校も参考に、小中一貫教育のあり方について検討していきたいと考えています。

・ 笹島小中学校では、校長は小学校長・ 中学校長を兼務していますが、それぞれの学校に教職員組

織があり、連携しながら学校運営が行われています。小学校・ 中学校それぞれの教育課程があり、

小学校の卒業式、中学校の入学式もあります。 

・ 笹島小中学校では、小学校・ 中学校は同一校舎です。普通教室は小学校低学年・ 高学年・ 中学校

とフロアを分けて利用しています。職員室は一つとなっており、小学校・ 中学校それぞれの教職

�員が情報共有を図りながら連携し、指導を行っています。同校では、 小学生、中学生の時間割

が違うため、小学生はチャイムで行動し、中学生は時計を見ながら行動する（ 学校によっては、

�チャイムを鳴らし分けているところもあると聞いています。）、 小学生と中学生が一緒に学校生

活をする上で、時間割の違いなどもあるが、中学生は小学生がいることを前提としながら考え、

�行動できている、 運動会は小中合同で実施しているが、生徒会や集会などは小中で分けるなど、

�子どもの発達段階や教育上の効果を考慮しながら教育活動を行っている、 ＰＴＡは小中で一つ

の組織となっている、という形で学校運営が行われています。 

・ 小学校の統合を契機に9年間の子どもたちが通う学校として、令和元年度開校した他都市の義務
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教育学校に聞いたところ、学校生活の中で小学生に当たる学年の子どもが中学生に当たる学年の

子どもから良く ない影響を受けるようなことはなく 、むしろ上の学年の子どもが小さい子の面倒

をよく 見てく れているとのことでした。また、仮に指導上の必要が生じた場合にも、指導に当た

りやすい体制であるとのお話でした。 

・ 3つの小学校と森孝中の併設による小・ 中学校において、どのような学校運営・ ＰＴＡ活動等を

行っていく のかについては、3つの小学校・ 森孝中の教職員や保護者の皆さま等とともにステッ

プ5において具体的に検討していきますが、小中併設のよさが発揮されるような学校づく りをし

ていきたいと考えています。 

・笹島小中学校を始め小中併設における学校運営についてさらに詳しく 知っていただけるような情

報提供のあり方は、今後検討したいと考えています。

（ ３） 施設整備

・ 小学校の校舎と中学校の校舎は分かれているのか。敷地が同じだけで別々 になっているのか。 

・ 小学校と中学校が一緒になった場合、体育館などを共用するのか。 

・ 森孝中学校で小学校と中学校が一緒になると運動場が狭く なるのではないか。校舎は建て替えるの

か、改修するのか。 

・ 小学校・ 中学校の施設の運動場の区別等は。 

・ 統合後のクラブ活動はどこで行われるのか。 

・ 統合により校舎の改築・ 改修となっているが、既存の校舎を利用するのか。築40 年以上となるた

め、耐震性能は大丈夫か。教室を増やすことで、耐震強度が下がるのではないか。 

・ 今の時代にあった少子化、温暖化、過疎化に対応していける学校施設を。 

・ 校舎の設計は誰が中心になるのか。せっかく 3校が一緒になるので、各小学校の代表者（ 児童3名

から5名） が集まって、ほしいもの、こうやりたいなどのアイデアを形にしてはどうか。 

・ 工事期間中、中学生はどのように過ごすのかも併せて知りたい。 

教育委員会の考え方

・ 統合（ 案） では、現在の森孝中の敷地を最大限活用し、効果的な空間利用を含めた整備手法を検

討したいと考えています。このため、現在の校舎、体育館、格技場を含めた大きな整備工事が必

要と考えています。 

・ どのような校舎配置とするのか、体育館や特別教室などの利用形態をどうするのかについては、

これから検討した上で、皆さまにお示ししたいと考えています。 

・ 他都市の学校や笹島小中学校では、跡地となった小学校を中学校部活動等のため第二グラウンド

として利用している例もあります。こうした事例も参考としながら、施設整備の検討をしていき

たいと考えています。 
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・ 整備に当たって子どもたちにアイデアを出してもらうというというご提案については、参考にさ

せていただきたいと思います。 

・ 整備工事については、子どもたちの安全確保を第一に考えるとともに、中学生の学校生活への負

担ができる限り小さく なるよう配慮しながら検討したいと考えています。 

３ 取り組みの進め方・ スケジュールに関すること

・ 今はステップ1との説明だったが、ステップ0に戻る、つまり計画がなく なることはあるのか。 

・ 統合の具体的なスケジュール感を知りたい。何年ぐらいで統合するのか。また、体操着等の学校指

定の用品は買い直しが必要になるのか。 

・ スケジュールの見通しを知りたい。 

・ 令和2年度に森孝西小1年生になる子どもを持つ者にとって、この席のプランが具体的に早めに示

してもらえると安心する。 

・ 説明会を密にやってもらいたい。 

・ こういった意見を聞く会は、各学区、最低3回以上は必要ではないのか。 

・ 意見交換会の意見は「 たより」 にするとのことなので、必ず、「 たより」 にまとめて配布してほし

い。 

教育委員会の考え方

・ ナゴヤ子どもいきいき学校づくり計画では、小規模校をクラス替えのできる望ましい学校規模に

していくことを目指していますが、将来的に子どもの数が増え、クラス替えのできる規模となる

可能性のある学校については、推移を見守り、取り組みの必要性を見極める必要があると考えて

います。こうした中で、森孝中ブロックの３つの小学校は今後も小規模の状態が続いていく と見

込んでおり、森孝東小、本地丘小ではそれぞれ単学級のある状態が解消する見通しももてないた

め、小規模を解消するため、3つの小学校の統合を進める必要があると考えています。 

・ スケジュールは、小中併設の整備手法等の内容が決まった段階（ ステップ3） でお示ししたいと

考えていますが、小学校3校を統合したなごや小では、検討開始から新しい校舎で子どもたちが

一緒に生活を始めるまでに6年ほどかかりました。笹島小中学校は、中学校の場所で小学校2校

の統合校と中学校を併設整備していますが、開校までに6年ほどかかっています。 

・ 今回の説明・ 意見交換会はステップ1で実施したものですが、ステップ2において学識経験者等

の意見を聞く プロセスを経た後、ステップ3（ 校舎等の整備計画やスケジュールを含む個別プラ

ンを保護者・ 地域の皆さまへ説明・ 協議する段階） を、令和2～3 年度に実施できるよう検討し

ていきたいと考えています。 

・ 体操着等の学校指定の用品については、ステップ5において、保護者・ 学校・ 地域の皆さまと協

議していきたいと考えています。 

・ 説明・ 意見交換会では時間が限られていたこと、またご参加いただく ことができなかった方に向
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けまして、「 たより」 を作成しました。保護者の方へは学校を通じての配付、地域の皆さまへは

地域回覧をさせていただく とともに、市公式ウェブサイトでも情報提供いたします。なお、市公

式ウェブサイトでは、今後とも随時、情報更新を行っていきます。 

・ これからさらに検討を進め、統合に向けた具体的なプランをお示ししたいと考えています（ ステ

ップ3）。その際には、今回と同様に説明会を開催し、ご意見、ご要望をお伺いしながら進めたい

と考えています。 

４ 地域に関すること

・ 子どもが増える町づくりはしないのか。マンションを建てるなど家族が住める場所を作るなど。 

・ 本地荘や香流荘はすぐ近く に保育園と小学校がある状態である。小学校が遠く になると若い世帯が

入居しなく なり、市営住宅がゴーストタウンになる恐れがある。街が廃れてしまう。 

教育委員会の考え方

・ 小規模校では、新１年生の人数が、前年度５歳児であった子どもの人数を下回ることが多く 、結

果的に児童数が増えていかないという傾向があります。教育委員会では小規模校を解消し、子ど

ものよりよい教育環境を整備することにより、児童数の確保に向けて取り組みを進めていきたい

と考えています。

５ 跡地に関すること

・ 森孝西小では体育館や運動場を地域が利用しているが、統合後も引き続き利用できるか。跡地の利

用計画について知りたい。 

教育委員会の考え方

・ 森孝西小の施設は生涯学習開放を実施しており、地域の皆さまにご利用いただいています。 

・ 統合により使用しなくなる校地や校舎は、防災拠点等、地域の防災機能に配慮しながら、余剰と

なる資産の有効活用を全市的な視点で検討します。跡地となった旧施設の管理を含め、地域の皆

さまのお声も伺いながら、検討したいと考えています。 

６ 特別支援学級・ トワイライトに関すること

・ 特別支援学級の設置は引き続きあるのか。 

・ トワイライトも中学校で行われるのか。 

・ トワイライトは1つになるのか。 

・トワイライトにお迎えにく る親は、保育園とトワイライトの両方に行っており、かなり不便になる。 
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教育委員会の考え方

・ 現在、3つの小学校（ 中学校） において設置されている特別支援学級や、通級指導教室について

は、統合校にも引き継ぎ、設置するよう検討します。 

・ トワイライトは小学校内を実施場所としていますので、現在3つの小学校それぞれで実施されて

いるトワイライトは、統合校で実施されることになります。 

・ 統合を進めるにあたっては、トワイライトを所管する子ども青少年局に情報提供を行いながら、

連携していきたいと考えています。
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１ 開催結果

令和2年2月1日（ 土） に森孝中学校体育館で森孝中学校ブロックの保護者及び

地域の方を対象とした「 森孝中学校における小学校の統合に関する説明・ 意見交換

会」を行い、47人（ 保護者38人、地域住民9人）の方にご参加をいただきました。 

市公式ウェブサイトでは、説明・ 意見交換会で配布した資料と開

催結果のより詳細な内容をご覧いただく ことができます。 

http: //www. ci ty. nagoya. j p/kurashi /category/11-10-5-5-4-5-

0-0-0-0. html  

�市公式ウェブサイトでは、他の会場の実施結果についてもご覧いただけます。 

２ 会場での主な意見・ 質問

・ 中学校の場所に小学校を併設するとなると、敷地面積が狭く 現実的ではないのでは

ないか。森孝東小の場所で3小統合したほうがいいのではないか。 

・ 通学距離はどのように計測したのか。通学安全への配慮について知りたい。 

・ どのような校舎になるのか具体的な整備内容が知りたい。 

・ スケジュールについて知りたい。 

・ 笹島小中学校の保護者や子ども達の意見を知りたい。 

３ 教育委員会の考え方

�・ 森孝中の場所での統合を選定した理由は、 森孝中ブロックの小学校が全て小規模

校であり、森孝東小と本地丘小の統合では12学級以上とならないこと、また森孝西

� 3小も今後、小規模校が解消される見込みがないこと。 つの小学校の統合を検討

する上で、森孝中の場所が森孝中ブロックのほぼ中央に位置しており、徒歩を基本

とする通学距離が、教育委員会が目安とする概ね2㎞以内となること、です。なお、

森孝東小での統合を想定した場合には、森孝西学区の最も遠い地点からの通学距離

が2. 2kmとなります。 

・ 通学距離については地図ソフトを用いて測りました。通学路上の交通安全の確保に

ついては、学校での安全指導はもとより、警察・ 土木事務所など関係行政機関との

連携や、家庭（ 保護者）・地域の協力もいただきながら取り組みたいと考えています。 

・ 現在の森孝中の校地の中で、施設の配置や整備を工夫しながら、小学校と中学校を

併設することによるよさが発揮される学校となるよう検討していきたいと考えて

「森孝中学校における小学校の統合に関す

る説明・意見交換会」の開催結果だより 

発行： 令和2年6月 

日時： 令和2年2月1日（ 土） 午前10時～ 

会場： 森孝中学校体育館 
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います。どのような校舎配置とするのか、体育館や音楽室などの特別教室の利用形

態をどうするのかについては、これから検討した上で、皆さまにお示ししたいと考

えています。 

・ スケジュールは、小中併設の整備手法等の内容が決まった段階（ ステップ 3） でお

示ししたいと考えていますが、小学校3校を統合したなごや小では、検討開始から

新しい校舎で子どもたちが一緒に生活を始めるまでに6年ほどかかりました。笹島

小中学校は、中学校の場所で小学校2校の統合校と中学校を併設整備していますが、

開校までに6年ほどかかっています。 

・ 笹島小中学校を始め小中併設における学校運営についてさらに詳しく知っていただ

けるような情報提供のあり方は、今後検討したいと考えています。 

４ アンケートの主な意見・ 質問

・ 少人数学級は子どもに息苦しさを与える。固定したメンバーで逃げ場がない。たま

たま集まった同学年の中に必ず気の合う人がいるとは限らない。 

・ 統合は大賛成。すぐにでも前に進めていただきたいと思う。 

・ 施設やグラウンドの共有に伴う不便さ、狭さの課題は、知恵を出し合って解決策を

考えていけばいい。まずは「 決めて」、進めていく べき。 

・ 自分の子どもが小さいので、低学年時に小学校が移転してしまうと、通学にとても

心配である。 

・ 小学生と中学生が一緒にいることのリスクもあるのではないか。 

・ 統合については特に反対はないが、歴史的経緯を踏まえて、森孝西小を天子田小に

統合（ 大森中・ 森孝中も併せて検討） するということはないのか。 

・ 時間をかけ意見の取りまとめをしないといけない問題ではないか。 

・ 森孝中学校の横に住んでいる。改修工事等で騒音、ほこり等が心配。 

・ 小中併設するという方向で進むのならば、実際に見学をして、子どもたちの生活の

様子を知りたい。 

・ 通学路が狭いので、その部分だけ安全に対する配慮をしてもらえば、後は賛成であ

る。 

�アンケートの意見・ 質問に対する教育委員会の考え方は、市公式ウェブサイトから

ご覧いただけます。 

� お問い合わせ先（ 事務局）
皆さまからのご意見やご質問を受け付けています。いただいたご意見・ ご質問と

教育委員会の考え方は、市公式ウェブサイトでも皆さまにお知らせしていきます。
名古屋市教育委員会事務局総務部教育環境計画室 
Eメール： a3282@kyoi ku. ci ty. nagoya. l g. j p    
FAX： 052-972-4176   TEL： 052-972-4092 
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令和2年6月  

「森孝中学校における小学校の統合に関する説明・意見交換会」 

の開催結果 

令和2年2月1日（ 土） に森孝中学校体育館で森孝中学校ブロックの保護者及び地域の方を対象と

した「 森孝中学校における小学校の統合に関する説明・ 意見交換会」 を開催しました。 

当日、会場で発言していただいたご意見、アンケートに記載していただいたご意見とそれに対する

名古屋市教育委員会の考え方をまとめました。 

なお、ご意見の内容について、趣旨の類似するものはまとめさせていただいたほか、原文を一部要

約し、また分割して掲載しておりますのでご了承く ださい。 

日時： 令和2年2月1日（ 土） 10： 00～11： 15 

場所： 森孝中学校体育館 

参加人数： 47人（ 保護者38人、地域住民9人）（ 本地丘1人、森孝東13人、森孝西33人）  

� お問い合わせ先

皆さまからのご意見やご質問については、EメールまたはFAXで受け付けています。 

名古屋市教育委員会事務局総務部教育環境計画室 

Eメール： a3282@kyoi ku. ci ty. nagoya. l g. j p    

FAX： 052-972-4176   TEL： 052-972-4092

１ 統合の必要性・ 学校規模の考え方に関すること

・ 少人数学級は子どもに息苦しさを与える。固定したメンバーでは逃げ場がない。たまたま集まった

同学年の中に必ず気の合う人がいるとは限らない。 

・ 子ども同士は人数が多いと友達が増えてよいと思う。 

・ 子どもが少なく なっているので、統合は仕方ないと思う。 

・小規模校のメリットもあると思うので、クラス数だけが少ないのが問題とは限らないのではないか。 

・ 統合後も1クラスの人数を20人～30人ほどにしてほしい。40人クラスとなるとデメリットを感じ

る。 

区分 本地丘 森孝東 森孝西 合計 

保護者 1人 10人 27人 38人

地域住民 0人 3人 6人 9人

合計 1人 13人 33人 47人
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・ 望ましい学校規模についての根拠や検証が不十分である。海外では競い合うよりも少人数できめ細

やかに対応できる方が望ましいとされている。 

・ なごや小のアンケートにおいて、20人程度の子どもたちが、人数が増えたことによる否定的な意見

を持っている。人数が多く なったことで教師が全体に目を通すことができないのであれば、小規模

校存続と状況が変わらない。 

教育委員会の考え方

・ 小学校では、子どもたちが集団の中で多様な考え方に触れ、認め合い、協力し合い、切磋琢磨す

ることが大切であると考えており、その教育効果を上げるためには、一定の学校規模が必要と考

えています。 

・ 教育委員会では、小学校では12 学級以上を望ましい学校規模と考えていますが、国（ 文部科学

省） においても平成27 年に「 公立小学校・ 中学校の適正規模・ 適正配置等に関する手引」 が策

定され、同様の考え方が望ましいとされています。 

・ 小規模校には、「 学校行事で活動の場を与えやすい」、「 一人ひとりの子どもにきめの細かい指導

がしやすい」 といったよさがありますが、その一方で、「 クラス替えができないことにより人間

関係の固定化が生じやすい」、「 体育の球技などの集団学習、班活動やグループ分けなどに制約が

生じる」、また、「 指導上課題がある子どもの問題行動にクラス全体が影響を受けやすく なる」 と

いった課題などがあります。 

・ 3つの小学校が統合した西区のなごや小学校（ 以下「 なごや小」 といいます。） の子ども・ 保護者

に対するアンケートでは、子どもたちは統合により「 新しい友達ができてうれしい」、「 授業が楽

しく なった」、「 休み時間に遊ぶ友達や遊びの種類が増えた」、「 行事（ 遠足や運動会など） で人数

が増えて楽しく なった」、「 たく さんの先生と話ができるのでよかった」 といった声を多く いただ

いています。 

・ 教育委員会では、本地丘小学校（ 以下「 本地丘小」 といいます。）、森孝東小学校（ 以下「 森孝東

小」 といいます。）、森孝西小学校（ 以下「 森孝西小」 といいます。） それぞれの学校のよさを継

承・ 発展させながら、子どもたちにとってよりよい教育環境にしていく ため、どの学年でもクラ

ス替えのできる規模が確保できるよう統合することが必要と考えています。 

・ 本市では、小学校1年生・ 2年生での30人学級、小学校3年生以上は40人学級を基準とした学

級編制を行っています。統合に向けては、この基準に基づき、全学年でクラス替えが可能とな

る12学級以上の学校規模にしていきたいと考えています。 

・ なごや小のアンケートでは、クラスや学年の人数が増えたことについての質問に対し、2・ 3年生

では8人（ 全体の6. 8％） 、4～6年生では16人（ 全体の8. 3％） が、「 クラスや人数が増えない

ほうがよかった」 と回答しています。一方、「 クラスや人数が増えてよかった」 との回答は、2・

3年生で92人（ 全体の78. 6％） 、4～6年生で144人（ 全体の74. 5％） となっています。 
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２ 統合（ 案） に関すること

（ １） 統合相手校・ 統合場所

・ 位置としては、森孝中の場所がほぼ中心になるのでよいと思う。 

・ 小中一貫なのか別々 なのか。小中併せての統合は決まった話なのか。小学校だけでの統合案はない

のか。 

・ 学校の位置が中央といった距離だけではなく 、他の事のほうがもっと大事かと思う。 

・ 3 小学校だけ統合したらよいとの意見があるので、検討してほしい。3 つの小学校は統合したうえ

で、小学校・ 中学校は別でよい。 

・ 中学校の場所に小学校を併設するとなると、敷地面積が狭く 現実的ではないのではないか。森孝東

小の場所で3小統合したほうがいいのではないかと思うが統合案は変わらないか。 

・ 森孝東小で3校統合する案も検討してほしい。 

・ 森孝西学区の端から森孝東小へも約2㎞の通学距離に当てはまるのではないか。 

・ 森孝中学校の施設改良をしてもらえるのなら、統合は賛成。別グループの意見で、まず、小学校だ

けの統合として、森孝東小に3校をまとめる案にも大賛成。意見を聞いていて、よく よく考えると、

中学校と小学校では違うので、混ぜるのは色々 と無理があるように思えてきた。 

・ 森孝中の場所に統合する小学校を配置し、森孝西小（ 森孝東小） の場所に森孝中を配置してはどう

か。中学生は長い距離を歩ける。 

・ 統合については特に反対はないが、歴史的経緯を踏まえて、森孝西小を天子田小に統合（ 大森中・

森孝中も併せて検討） するということはないのか。一つの中学校の中でと考えているが、もっと範

囲を広げて考えることが必要でないか。学区で中学校が分かれてもよいと思う。また、小学校区を

再編成することもあり（ 森孝西学区を森孝と四軒家で分ける） かと。 

・ 中学校の学級数が令和7年には6学級となる。下限となるが、この先のビジョンは。10年先を考

え、中学校の統合も考えた案が知りたい。大きな投資をするので、場当たり的な投資とならない事

を知りたい。 

・ 今のペースで生徒数が減っていく と、10年く らいで2学級を維持できなく なるのではないか。 

・ 区の枠を超えた検討で、通学距離を短く できると思う。 

教育委員会の考え方

�・ 森孝中学校（ 以下「 森孝中」といいます。） の場所での統合を選定した理由は、 森孝中ブロックの

小学校が全て小規模校であり、森孝東小と本地丘小の統合では12 学級以上とならないこと、また

� 3森孝西小も今後、小規模校が解消される見込みがないこと。 つの小学校の統合を検討する上で、

森孝中の場所が森孝中ブロックのほぼ中央に位置しており、徒歩を基本とする通学距離が、教育委

員会が目安とする概ね2㎞以内となることです。なお、森孝東小での統合を想定した場合には、森

孝西学区の最も遠い地点からの通学距離は2. 2kmとなります。 

・ 令和7年度の森孝中の生徒数は200名程度と見込んでおり、3つの小学校が統合したと想定した場

合の児童数400名程度と合わせ600名程度の児童・ 生徒数となる見込みです。現在の森孝中の校地
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の中で、施設の配置や整備を工夫しながら、小学校と中学校を併設することによるよさが発揮され

る学校となるよう検討していきたいと考えています。 

・ 森孝西小は昭和55年に天子田小学校（ 以下「 天子田小」といいます。）から分離新設されました（ 天

子田小は大森中学校ブロックです。）。本地丘小、森孝東小、森孝西小の3校は、昭和56年に開校

した森孝中ブロックの小学校として 40 年にわたる歴史があり、森孝西学区もその中で地域活動が

行われてきました。こうした経緯を踏まえ、また森孝中の今後の生徒数を見通し、統合（ 案） を作

成しました。 

・ 森孝中は令和7年度に6学級、生徒数は197人と見込んでおり、現在の本市での中学校の学級編制

の基準（ 中学校1年生は35人学級、中学校2・ 3年生は40人学級） で見ても、クラス替えのでき

ない学年が生じるということは、現時点では想定していません。 

（ ２） 通学距離・ 安全対策

・ 通学距離はどのように計測したのか。 

・ 2㎞の基準そのものが、様々 な地域の事情を加味して決められた厳し目の数値だと思う。 

・ 自分の子どもが小さいので、低学年時に小学校が移転してしまうと、通学にとても心配である。実

際に家から歩いてきたが、坂もあるため、決して楽に来られる距離ではなかった。子どもの命にも

かかわることがあるので、慎重に考えてほしい。 

・ 保育園を卒園して、いきなり本地丘学区から森孝中まで歩くのはかなり無謀である。 

・ 通学距離が長く なり通学路も変更することになるが、通学安全への配慮について知りたい。 

・ 通学路の安全配慮について、他の学校とは状況が全く 違うので、どのような配慮をするか具体的に

考えてほしい。 

・ 通学時の安全確保については、保護者に負担をかけることなく 、行政・ 警察で協力して尽力してい

ただきたい。 

・ 森孝中学校の通学路で、北側の門から東へ向かう歩道がマンションの陰になって狭いことや、冬に

雪が降ると凍ってしまい滑って転倒する危険がある。 

・ 通学路が狭いので、その部分だけ安全に対する配慮をしてもらえれば、後は賛成である。 

教育委員会の考え方

・ 通学距離については地図ソフトを用いて計測しています。 

・ 教育委員会では、通学は徒歩を基本とし、小学校の場合の通学距離は概ね2kmを目安としてい

ます（ 国は小学校4kmとしています。）。市内には2. 0kmを大きく 超えて通学する児童の在籍す

る小学校もありますが、ほとんどの小学校において2. 0kmという目安の範囲内に収まっている

ことから、設定しました。 

・ 統合により通学距離が長く なり、通学路もこれまでとは異なることになりますので、子どもた

ちへの負担に配慮することや、安全面での対策を講じることは大変重要であると考えていま
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す。 

・ 通学における子どもへの負担という点では、現在も各学校で登下校時の荷物の問題や熱中症へ

の対策に取り組んでいますが、それぞれの取り組みを持ち寄りながら、新しい学校での対策に

ついて検討したいと考えています。 

・ 通学路上の交通安全の確保については、学校での安全指導はもとより、警察・ 土木事務所など

関係行政機関との連携や、家庭（ 保護者）・ 地域のご協力もいただきながら取り組みたいと考え

ています。 

�・ なごや小の場合には、次のような安全対策の強化を図りました。 狭い歩道へのガードパイプ

� � � �の設置、 横断歩道の設置、 注意表示の設置、 歩行者先出信号の設置、 自転車専用レー

� � �ンの設置、 青信号の時間延長、 道路へのカラー舗装、 通学練習会の実施 

・ 不審者等に対する登下校時の安全確保として、現在も「 子ども安全ボランティア」 による見守

り活動や、子どもが身の危険を感じた時に駆け込める「 子ども110番の家」 などがあります。

こうした取り組みを踏まえながら、学校・ 家庭（ 保護者）・ 地域の皆さまとともに検討していき

たいと考えています。 

・ 通学については、なごや小のアンケートでも、当初、学校が遠くなることを心配していた子ども

はいましたが、統合し、新校舎に変わった後は、多く の子どもは心配がなく なったと回答してい

ます。回答の中には「 学校まで遠く なったけど、遠く なった分だけ友達と話せるから楽しいです」

という子どもの声や、「 学校が遠く なって友達とおしゃべりして、とても楽しそうに家に帰って

く るようになった」 という保護者の声もありました。なごや小の事例も参考にしながらこの地域

の道路状況等を踏まえ、子どもたちが安全に、また安心して通学できるよう検討していきたいと

考えています。

（ ３） 小中併設の学校運営

・ 小中一貫校となったとき、校長・ 教頭などは小中別になるのか。 

・ 小学生と中学生が一緒にいることのリスクもあるのではないか。 

・ 小学校・ 中学校が一緒に過ごすことで安全面の確保だけはお願いしたいと思う。 

・中学生のメリットが分からない。小学生が一緒に過ごすことになり、制限が増えるだけではないか。 

・ 統合後、中学校のテスト期間中に、小学校の活動に制限が出るのではないか。 

・ 小1と中3が一緒になることへの影響についての検証が不十分である。 

・ 笹島小中をモデルにしているようだが、規模が全然違うために参考にならない面が多い。 

・ 公立の学校に通う子どもを小中一貫の実験台にしないように。 

・ 先生の人数の配置を統合した時は増やしてほしい。担任を持たずに全体を見る先生がほしい。 

・ 笹島小中での課題及びその解決方法について聞きたい。 

・笹島小中の保護者や子ども達の意見を知りたいので、アンケートなどがあれば内容を教えてほしい。

47



- 6 - 

また、教員配置はどのようになるのか。 

・ 統合済の小学校について、保護者等のアンケートだけでなく 、統合済の中学校についてもアンケー

トをしてほしい。 

・ 統合した学校の校長やＰＴＡの意見が聞けるとよい。 

・ 小中併設校にするという方向で進むのならば、実際に見学をして、子どもたちの生活の様子を知り

たい。 

教育委員会の考え方

・ 統合（ 案） では、小学校と中学校の併設という形でお示ししましたが、小中併設の場合には、同

じ教育目標のもとに小学校・ 中学校それぞれの教職員が9年間を見通し、連携しながら教育活動

を行う学校としていく ことを想定しています。名古屋市では、笹島小学校・ 笹島中学校（ 以下あ

わせて「 笹島小中学校」 といいます。） がこのような形で運営されており、「 小中一貫教育校」 と

呼んでいます。 

・ 笹島小中学校では、校長は小学校長・ 中学校長を兼務していますが、それぞれの学校に教職員組

織があり、連携しながら学校運営が行われています（ 教頭は、小中それぞれに配置されていま

す。）。小学校・ 中学校それぞれの教育課程があり、小学校の卒業式、中学校の入学式もあります。

（ この他に、修業年限を9年とする「 義務教育学校」 という校種の学校もありますが、現在名古

屋市立学校にはありません。9年間子どもたちが学校生活を送るという点では小中一貫教育校と

似ていますが、1つの学校であるため途中で卒業式や入学式は想定されていません。）  

・ 小中一貫教育校では、「 小から中への移行によって生じる子どもの心理的負担を軽減し、小中学

校がスムーズに連携できる」、「 小中学校の教職員の協同体制により、継続的に学習や生活指導が

できる」 というよさがあります。 

・ 笹島小中学校では、小学校・ 中学校は同一校舎です。普通教室は小学校低学年・ 高学年・ 中学校

とフロアを分けて利用しています。職員室は一つとなっており、小学校・ 中学校それぞれの教職

�員が情報共有を図りながら連携し、指導を行っています。同校では、 小学生、中学生の時間割

が違うため、小学生はチャイムで行動し、中学生は時計を見ながら行動する（ 学校によっては、

�チャイムを鳴らし分けているところもあると聞いています。）、 小学生と中学生が一緒に学校生

活をする上で、時間割の違いなどもあるが、中学生は小学生がいることを前提としながら考え、

�行動できている、 運動会は小中合同で実施しているが、生徒会や集会などは小中で分けるなど、

�子どもの発達段階や教育上の効果を考慮しながら教育活動を行っている、 ＰＴＡは小中で一つ

の組織となっている、という形で学校運営が行われています。 

・ 小学校の統合を契機に9年間の子どもたちが通う学校として、今年度開校した他都市の義務教育

学校に聞いたところ、学校生活の中で小学生に当たる学年の子どもが中学生に当たる学年の子ど

もから良く ない影響を受けるようなことはなく 、むしろ上の学年の子どもが小さい子の面倒をよ

く 見てくれているとのことでした。また、仮に指導上の必要が生じた場合にも、指導に当たりや
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すい体制であるとのお話でした。 

・ 3つの小学校と森孝中の併設による小・ 中学校において、どのような学校運営・ ＰＴＡ活動等を

行っていく のかについては、3つの小学校・ 森孝中の教職員や保護者の皆さま等とともにステッ

プ5において具体的に検討していきますが、小中併設のよさが発揮されるような学校づく りをし

ていきたいと考えています。 

・ 中学生への小学校方式での給食の提供については、笹島小中学校（ 小学生は給食、中学生はスク

ールランチ） や他都市の状況を踏まえ、子どもたちや保護者の意見も伺いながら、今後検討して

いきたいと考えています。 

・笹島小中学校を始め小中併設における学校運営についてさらに詳しく 知っていただけるような情

報提供のあり方は、今後検討したいと考えています。

（ ４） 施設整備

・どのような校舎になるのか、具体的な整備内容が知りたい。校舎は小と中で一緒なのか別々 なのか。 

・ 現在の中学校の校舎はそのままなのか。また、グラウンドや体育館はどうなるか。 

・ 中学の敷地内に9学年全員は難しいのでは。グラウンド、体育館棟の施設の使用は併用なのか。 

・ 小と中が一緒だと、グラウンドの広さの問題が生じる。 

・ 小学校3 校を、森孝東小にて統合するのが無難だと思う。森孝中にすべて集めるのは、「 敷地条件

等で特に有効な場合」 に全く 当てはまらない。グラウンド、体育館など今の敷地では、小学校・ 中

学校での使用は現実的ではないのではないか。部活の実施はどうするのか。今でも狭いと感じてい

る。 

・ 中学校の土地をこれ以上広げることができるのか。 

・ 工事期間中の学校生活への配慮について知りたい。 

・ 工事期間中はどのような影響が考えられるか。 

・ 中学校の受験生に負担を与えないように改築工事を検討してほしい。 

・ 森孝中学校の横に住んでいる。改修工事等で騒音、ほこり等が心配。 

教育委員会の考え方

・ 統合（ 案） では、現在の森孝中の敷地を最大限活用し、効果的な空間利用を含めた整備手法を検

討したいと考えています。このため、現在の校舎、体育館、格技場を含めた大きな整備工事が必

要と考えています。 

・ どのような校舎配置とするのか、体育館などの利用形態をどうするのかについては、これから検

討した上で、皆さまにお示ししたいと考えています。 

・ 他都市の学校や笹島小中学校では、跡地となった小学校を中学校部活動等のため第二グラウンド

として利用している例もあります。こうした事例も参考としながら、施設整備の検討をしていき
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たいと考えています。 

・ 整備工事については、子どもたちの安全確保を第一に考えるとともに、中学生の学校生活への負

担ができる限り小さく なるよう配慮しながら検討したいと考えています。 

・ 整備工事に当たっては、近隣住民の方への影響にも配慮しながら、検討してまいります。 

３ 取り組みの進め方・ スケジュールに関すること

・ スケジュールについて知りたい。笹島小中ではどうだったのか。ステップごとのスケジュールがあ

れば併せて知りたい。 

・ 全体的なスケジュールの案もなしには意見の出しようがない。 

・ 統合は大賛成。すぐにでも前に進めていただきたいと思う。 

・ 6年も先だと長すぎる感が強い。統合は早いほうがよい。 

・ 施設やグラウンドの共有に伴う不便さ、狭さの課題は、知恵を出し合って解決策を考えていけばよ

い。まずは「 決めて」、進めていく べき。小規模校の弊害を早く 解消することが優先。 

・統合するかどうかを決めた上で、サブグラウンドが必要などの意見を出し合えばいいのではないか。 

・ 時間をかけ意見の取りまとめをしないといけない問題ではないか。 

・ まず、賛成か反対か皆の意見を聞いてほしい。賛成の場合も、小学校のみの統合か小中統合かもア

ンケートをとってほしい。 

・ 実際に統合された側の当事者の意見や感想が聞きたい。子どもたちが、将来、この学区で子育てし

たいと思われるようにしてほしい。 

・ おそらく これは話が進んでいくのだと思う。保護者としてすべきことがあれば教えてほしい。 

・ 統合についてどのような状況か聞けて良かった。 

・ 説明については冊子を読んでいるだけで、こちらが知りたい情報に触れられなかった印象。 

教育委員会の考え方

・ スケジュールは、小中併設の整備手法等の内容が決まった段階（ ステップ3） でお示ししたいと

考えていますが、小学校3校を統合したなごや小では、検討開始から新しい校舎で子どもたちが

一緒に生活を始めるまでに6年ほどかかりました。笹島小中学校は、中学校の場所で、小学校2

校の統合校と中学校を併設整備していますが、開校までに6年ほどかかっています。 

・ 今回の説明・ 意見交換会はステップ1で実施したものですが、ステップ2において学識経験者等

の意見を聞く プロセスを経た後、ステップ3（ 校舎等の整備計画やスケジュールを含む個別プラ

ンを保護者・ 地域の皆さまへ説明・ 協議する段階） を、令和2～3 年度に実施できるよう検討し

ていきたいと考えています。 

・ 説明・ 意見交換会では時間が限られていたこと、またご参加いただく ことができなかった方に向

けまして、「 たより」 を作成しました。保護者の方へは学校を通じての配付、地域の皆さまへは
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地域回覧をさせていただく とともに、市公式ウェブサイトでも情報提供いたします。なお、市公

式ウェブサイトでは、今後とも随時、情報更新を行っていきます。 

・ 統合における子どもや保護者のご意見については、なごや小アンケートをご覧下さい。 

４ 地域に関すること

・ 地域の高齢者やボランティアの参加や力をつける方法も考えて、子どもの成長・ 教育に関わること

が統合の成功につながるように思う。 

・ 統合すると、ＰＴＡや地域のつながりが薄く なるのではないか。今でもかなり意識の高く ない地域

である。子どもを守るための統合が、子どもを見捨てる統合にならないでほしい。 

教育委員会の考え方

・ なごや小では、子どもを守るために、地域の方の協力で交通指導が行われています。統合により

3つの学区が一つの小学校とかかわる形になりますので、学校と地域との関係が統合を契機に一

層深めていく ことができるよう新しい学校づく りに向けての協議を行う段階（ ステップ5）では、

関係する学校・ 学区の保護者・ 地域の皆さまとともに検討したいと考えています。 

５ 跡地に関すること

・ 跡地について、今後どのように活用するかの検証が不十分である。このような段階で説明会を開催

しているが、様々 な検証が不十分である。 

・ 跡地の利用について、一部でもいいので保育園の送迎に利用できる駐車場としてほしい。 

教育委員会の考え方

・ 統合により使用しなくなる校地や校舎は、防災拠点等、地域の防災機能に配慮しながら、余剰と

なる資産の有効活用を全市的な視点で検討します。跡地となった旧施設の管理を含め、地域の皆

さまのお声も伺いながら、検討したいと考えています。 

６ その他

（ １） トワイライト・ 学童保育

・ トワイライトスクールはどうなるのか。これを機にトワイライトルームになるとうれしい。 

・ 森孝東学童保育所は、森孝東学区内で森孝東、森孝西、本地丘小の児童を受け入れている。統合に

あたり、放課後も安心・ 安全に留守家庭児童が過ごせるよう、使用しなくなる校地を提供してほし

い。 
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教育委員会の考え方

・ 統合を進めるにあたっては、トワイライトや学童を所管する子ども青少年局や区役所に情報提供

を行いながら、連携していきたいと考えています。
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